公的組織における統合報告の理論背景 : 正当性理論と制度理論を中心に by 丸山 洋三 et al.
公的組織における統合報告の理論背景 : 正当性理
論と制度理論を中心に








丸 山 洋 三














































計協会（CIPFA）によって作成された入門ガイド「Integrated Thinking and Reporting : Fo-














































































































理論 主な説明対象 情報の非対称性 社会への説明責任
エージェンシー理論 投資家 〇 ×
シグナリング理論 投資家 △ ×
ステークホルダー理論 特定のステークホルダー △ 一方通行
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出所）Burns, J. and Scapens, R. W.（2000）, “Conceptualizing management ac-
counting change : an institutional framework”, Management accounting re-


























































































出所）Giddens, A.（1993）. New rules of sociological method : A positive critique of in-













で表現する The Dillard model（図４）を提示した。
Dillardモデルは，組織フィールド（Organizational Field : OF）を通して組織的なレベ





















示す Dillardのモデル（The Dillard model）は，組織分野（OF）を通した組織のレベルと
政治・経済的（PE）レベルを階層的に連結し，組織におけるダイナミクスと複雑さを捕
捉することができると評価する65）。








イノベーター （I） PI＝f（POF）&/or f（COF）
レートアダプター （LA） PLA＝f（PI）&/or f（COF）
Ci ＝ 基準
Pi ＝ 実践
出所）Dillard, J. F., Rigsby, J. T. and Goodman, C.（2004）, “The making and remaking of organization context”,






















出所：Scott, W. R.（1995）, Institutions and organizations : Foundations for organizational science, Sage Publications
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